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※新本庁舎は2023（R5）年度、第2庁舎跡地広場は2024（R6）年度に完成予定

　京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針を策定(2015(H27)年3月)し、羽田空港直通の地理的優
位性を活かした川崎の玄関口にふさわしいまちづくりを計画的に推進しています。
　京急川崎駅西口地区において、民間再開発事業の検討が進められており、民間再開発事業にあわ
せた官民が連携して進める道路再編整備等について『京急川崎駅西口地区の戦略的な整備誘導の考
え方』をとりまとめ(2020(R2)年)、これに基づき、官民連携でまちづくりを進めています。

戦略的な誘導
民間再開発事業によるまちづくり

複数の街区をまとめた大街区化や土地の高度利用化を
図るとともに、多様な都市機能の集積等を民間再開発
事業の機会を的確に捉えて、適切に誘導を図る。

戦略的な整備
官民が連携して進める都市基盤の整備

民間再開発事業にあわせて、都市基盤の再編を行い、
安全面の課題を解消するとともに、回遊性・利便性の
向上を図る。
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京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針

京急川崎駅周辺地区の戦略的な整備誘導の考え方
〈整備誘導の概略図〉


